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３． 事後評価結果 

〇総合評価コメント 

脳・脊髄の再生医療は、近年、iPS 細胞の樹立もあり期待が高まっているものの、これまでの研究では移植し

た神経細胞は神経線維を十分伸長させることができず、神経回路再建の実現には至っていない。本研究チー

ムは、接着分子や遺伝子発現用ウイルスベクターを搭載できる足場構造体による脳脊髄内の神経回路再構築

と神経機能再建を目指し、新技術の開発に取り組んだ。 

本研究の出発点は、高磁場によって脳組織を傷つけることなく磁性ワイヤを誘導、配列するという技術にあ

った。実際には、当初予想されなかった技術的な困難に直面したことや東日本大震災の影響などもあり、ヒトに

おける脳の再生を目指す開発研究のレベルにまでは到達しなかった。しかしながら、チームを超えて国内の優

れた先端研究者とネットワークを構築し、最終的には溶解性の足場を磁場によってコントロールすることで、細

胞および生理活性物質を移植部位特異的に配置する技術基盤の創生に結びつけることができた。また、神経

細胞移植による脊髄損傷治療という技術応用目標を補完するためのロボット装具の開発など、臨床現場への

還元を見据えた総合的なアプローチを研究代表者のリーダーシップによって実践した。さらには、本研究の派

生的な展開として、DDS システムにも使用できる足場の開発や、磁性ナノビーズによるピンポイント遺伝子発現

の技術開発、臓器を透明化する技術開発など、多くの新技術創生に成功した。 

新産業創出という観点からは、溶解型足場構造体と接着分子搭載の技術は、応用性の高い技術であり、特に、

血管再生技術への応用が有望である。また、相補的な技術としてのロボット装具や脳の透明化の技術、磁性ナ

ノビーズを用いた遺伝子発現技術なども、新産業への展開として期待できる。 

 


